
 
 

＜事業主題＞    新しい風に愛をこめて！ 
 メネットらしい発想から生まれ、愛をもって活動するメネット事業を通して、ワイズダムへ新たな風を送ろう！ 

2019-2020 年度メネット事業主任 大野 勉（神戸ポートクラブ）
メネット事業アンケートのお願いご質問にお答えして 

11 月末に、西日本区全クラブ当てに、「メネット事業
アンケート」を配信していただきました。アンケート実
施にあたり、質問が寄せられましたので、それにお答え
する形で、改めてその趣旨および留意点をお知らせいた
します。 
１．アンケート実施の趣旨 
⑴ 今期は、メネット事業に関してこれまでと異なった取
り組みを行ってきています。（下記今期の方針より抜粋参
照）そのため、これまでや今期の取り組みをふり返るた
めに、各クラブのメネット事業に関する意識を知り、情
報を共有したいと思います。 
⑵ アンケートの結果を受けて、今後のメネット事業のあ
り方の指針のようなものを作成したいと思います。 
２．記入にあたって 
 ⑴記入は、クラブ会長様にお願いしておりますので、
クラブの意見としてご記入いただくようお願いします。
十分に意見交換できていらっしゃらないクラブもおあり
かと思いますが、会長としてクラブの方向性がわかる形
でご記入いただければありがたいです。 
３．「メネット」の人数について 
 ロースターに記された「ワイズメンの夫人および 
 各個クラブが特別メネットとして入会を認めた女性」
とありますので、女性配偶者を持つメンバー数と特別メ
ネットの合計数をご記入ください。 
以上、順番が前後しましたが、趣旨ご理解の上、ご協力
いただきますよう、よろしくお願いします。 
今期の方針より抜粋＜共有できた認識＞(主査研修会資料より) 

◆メネットとはパートナーのことである（性別を問わず）。 
◆メネット会長・主査・主任はメネットであることが望
ましいが、状況や事情によりメンが担うことも可とする。 
◆メネット会長、主査が有する資格と権利は各クラブ・
各部の判断に委ねる。 
◆主任は、パートナーであっても西日本区における議決
権その他の資格と権利を有する。 
◆メネット事業主任の責務は、・メネットに関する国際、
西日本区、各クラブ間の情報、権利、義務等を、部（部
長・主査）を通じてクラブ・、メンバーに周知する。 
・区全体の活動が円滑に行われる為の連絡、調整役をは
たす。 
・区としての事業を起こす必要はないが、かと言ってそ
のことを制限するものでもない。 
②「各クラブ会長様、またはクラブ内のメネット委員長 

西中国部メネットアワー＠グランドプリンスホテル広島 

 10月26日(土)西中国部において、メネッ
トアワーが開催されました。西中国部のメ
ネットアワーでは、ベルマークによる被災
地支援について、大野がお話しさせていた
だきました。 

当日の資料から、再掲させていただきます。 
１．ベルマーク運動について 
「すべての子どもに等しく、豊かな環境のなかで教育 
を受けさせたい」。 
1960年、PTA、地域ボランティア、企業(協賛・協力
会社)そしてベルマーク財団がスクラムを組んで始まる。 
２．ワイズでの取り組み 
 2016-2017年度      27795.85点 
・神戸ポートクラブで「ベルマーク」の取り組みを開始 
（神戸クラブメネット会他協力を得て） 
・神戸ポート支援先WAP(福祉事業型「職業訓練校」カ 
レッジ・アンコラージュ)の協力を得て、毎月ベルマ
ークを集計。 
・年度終わりに、ベルマーク財団に寄贈 
・ベルマーク財団ホームページのベルマ 
ーク寄贈欄に「ワイズメンズクラブ国際協会西日本
区六甲部神戸ポートクラブ」 

 2017-2018年度      17901.6点 
・六甲部地域奉仕・環境事業としての取り組み 
・ベルマーク一覧表を配布  
・各クラブでのベルマーク収集を呼びかける 
・神戸YMCA三宮会館をはじめ、他のYMCA関連施 
設にもベルマーク収集箱を設置→収集協力の呼びかけ 
・ベルマーク活動に関してのお知らせ 
 集計結果報告 
・ベルマーク財団にベルマーク１年分を寄贈。寄贈欄に 
は「ワイズメンズクラブ国際協会西日本区六甲部 
2018-2019年度    24875.2点 
・引き続き六甲部地域奉仕・環境事業としての取り組み 
３年間の累計点数  70572.65点 

３．取り組み方 
 ①回収 
  YMCA会館受付横のカウンターに 
設置。 

  会員が、適宜ボックスの中へ。 
②整理 
ワイズ担当者が回収し、WAPへ整理
を依頼。WAP内にて整理。WAP生
徒のボランティア。「訓練になる」と
積極的に協力。 



③ベルマーク財団へ送付。インクカートリッジは、各
企業へ（その後証明書発行される）証明書を財団へ。 
④財団から各地へ支援（広報掲載） 
「弱き人、小さき人とともに」 

 

 
＊被災地の応援 
（ベルマークが被災地の学校の教育活動に役立てられる） 
＊支援先の研修生の活動 
 （社会の役に立つ実感） 
＊ワイズメンズクラブの広報 
 （ベルマーク財団のホームページや新聞で） 
＊EMC活動につながる！ 
（なぜベルマークを集めているの？） 
捨てられるゴミが宝にかわる！ 
今すぐ始めましょう！ 
HP：http://www.bellmark.or.jp 
※各部での、ベルマーク運動の活発化を期待しておりま
す。西中国部からは、おみやげにベッルマークをいただ
きました。感謝です。 

事業支援申請について 

各部、クラブ等のメネット事業について、区からも支
援を計画しておりますので、下記お知らせの中の１．を
お読みいただき、申請手続きをおとりください。 

お知らせ 

１． 今期のメネット事業は、各部および各クラブが主体
となって活動を行う。 
→国内プロジェクトはなし。区は、各部、クラブの
事業を支援する。支援申請書は区HP資料庫から。 

２． 主査は、部長とともに部内のメネット事業の推進役
を務める。主任は、区との連絡パイプ役となる。 

３． 他の事業と協働で行う活動も模索する。 
４． 各クラブ例会におけるメネットの参加を促進する。 
５． メネット報は発行せず、事業主任通信で情報の共有
を図る。 
→今回で７号。（各部の取り組みをご紹介） 

６． メネットおよびメネット事業に関する意識調査 
※ご質問等ありましたら遠慮なくご連絡ください。 

献金について 

献金の依頼をただいま準備中ですので、しばらくお待ち
いただくようお願いします。12月中にはご依頼の手紙を
クラブ会長様に送付させていただきます。 

被災地支援に行ってきました！ 
宇都宮千波地区と、長野市豊野にて、「喫茶こうべ」とし
て、食後のコーヒーとハッピークッキーを提供しました。 

11月17日(日) 宇都宮市千波町にて 

  

 

 
NPO法人リスマイリー”Re-Smiley”によるカレーライ

スの炊き出し。読売新聞の取材もありました。 
11月18日(月) 長野市豊野地区にて 

 

   

 
市民協働サポートセンター「まんまる」＆賛育会によ

る炊き出し。新潟妙高からの応援もありました。 
どちらの給食配達所でも、女性の方を中心とした NPO
が大活躍されていました。被災地の支援に終わりはあり
ません。遠い西日本区でも、支援の輪が広がることを願
っています。 


